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緒 言

寄生虫病 予防 の第 一義は,仔 虫 よ りも卵子

の撲滅にあることは論を要 しない処であ り.

之に関 しては古来諸先輩 よ り種 々考究 されて

は居 るが,糞 便が重要な肥料源 となつている

吾が国の現状に於 ては,之 に適 合した条 件に

は仲 々適 ひ難 く,各 種 の事情 か ら之が諸家庭

特 に農 村に於て簡単に実施 し得 る段階には未

だ達 し得 ない域 にあるものである.

そ こで近来新 しい諸種農業薬 品が市販広用

され ているが,之 に対 する寄 生虫 の抵抗力如

何は寄 生虫病の積極的予防方策 に関する実 際

問題 として も又重要 となつ て くるのであ り,

先 に余 は人鉤虫成熟仔虫の数種 の農薬 に対 す

る抵抗力 を検査 し,一 ・二の些か有意義 な薬

剤 を見出すに至つたが,今 回は更に一歩を進

めて,之 等薬剤即 ちDDT及 びBHC水 和剤 ・

ニツカ リンT並 びにD-Dの 四種農薬に対す る

鉤虫卵子の抵抗試験 を試みた.

實驗材料並びに方法

実験材料:　 用ひた材料 は,ヅ ビニ氏鉤 虫症 患者

新鮮便 よ り水集卵法 により得た泥状の濃 厚虫卵含有

液で ある.即 ち此の液 をよく攪拌 し,小 ピペツ トで

正確 にその0.1竓 を採 り検鏡によ りその中の虫卵数

を計算 し(之 を2-3回 反覆する),そ の1竓 中に略

々2500個 前後の虫卵 を含む如 く,適 当に虫卵含有

液 を稀釈乃至濃厚にしたもの を使用 した.

実験方法:　 約60竓 入 りの硝子瓶に所定濃度の各

試薬50竓 を入れ,之 に上記虫卵含有液2竓(此 の

中に約5000個 の虫卵 を含む ことゝなる)を 投 入し

た後 よく攪拌 し,瓶 には密栓 を施 さす,薬 剤 の自

然に揮発乃至分解 するに まかせた.か くして2-4

日間室内に放置後,内 容 を大 きな遠心沈澱管に移す

と共 に,瓶 を2回 水で洗ひ,洗 滌液 を悉 く沈澱管に

移 し,水 で4回 遠沈洗滌 し(此 の際努めて虫卵の失

はれ るのを防 ぐ意味か ら,注 意深 く操作 をした),

可及的薬剤 を除去 した沈渣について,28°C孵 卵器

内で20日 間瓦培養を行つた(シ ヤーレは何 れ も内

径約9糎,瓦 も皆略 々同大のもの を使用した).斯

くて培養水全部 を試験管内に移 し,更 に瓦或は培養

基壁に附著する仔虫 を全部採取する爲,之 等を水で

2回 洗滌 し(但 し瓦の上面の沈渣 を載せた部は洗滌

しなかつた),此 の水を全部試験管内に移し,之 を

数時間室 内に放置 し,上 清液 を静かにピペツトで捨

て去 り,殘 りを沈澱管に採 り遠心沈澱せしめ,再 び

上清液 を捨て,殘 りの液について感染仔虫数 を計算

した。

仔虫計算方法 としては,仔 虫数少数の時は,全 部

を小試験管に採 り,検 鏡に依 り感 染仔虫数 を計算

し,多 数の時は メスピペッ トで一定量 を採 りその中

の仔虫数 を計算 し(之 を3-4回 反覆す)全 量に換

算 した.

試薬調整方法 としては,各 試薬について一定濃度

の基準溶液 を製 り,之 よ り所定濃度の ものを稀釈綱

整 した。 (こ にゝ使用 した薬剤は総て揮発乃至は分

解性 を有 し,早 きは数時間遅 くも数 日で効力 を滅す

る性質 を有するため,そ の都度新 しく調 整使用し

た).又 多量の クロール を含有する水道水は,培 養

成績に少 なか らす影響 を及ぼすため,本 試験に使用

する水は悉 く学 内の井戸水 を使用 し,又 特にDDT
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及びBHC水 和剤では,水 に溶解後多量の挾雑物が

沈降し,之 等のものが培養の際の遠沈洗滌に際 し,

癖始沈渣に殘留し虫卵の孵化 に著明な影響 を与へ る

爲,可 及的挾雑物を除去 する意味か ら,薬 剤溶解後

約1時 間静置後の上清懸濁液 を使用 した.

本試験は昭和26年 実施 したものであ るが,室 温

高 きに過ぎる時は,既 に薬液作用中に於て少数の仔

虫の孵化を見 ることあ り,又 低 きに過 ぎる時は虫卵

の死滅を来すため,秋 期 よ り初 冬 にかけ室温20°C

-15°Cの 間に於て施行 し,特 に冬期室温15°Cを 降

る時は15°Cの 孵卵器内で操作 した.

實 驗 成 績

上記四種の農薬について,最 初任意の濃度で予備

実験を行ひ,そ の濃度に於て孵化仔虫を認 るか否か

に依 り,適 度の濃度を数段階に分け,之 等試薬中に

虫卵を2-4日 間浸漬後 の培養成績 を示す.(第 一 ・

二表)各 実験 は前後2回 に亘つて行 ひ別にその平均

価をも記録 したが,後 に蓮べる如 く虫卵孵化率 は諸

種の要因により変動が甚だ しい ため,成 績は大略の

ものを掲げるに留めた.尚 試みにD-Dの み7日 間

浸漬したものについて培養試験 を行つてみたが,4

日に於ける成績 と抵抗力に認むべ き相違が なかつた

ので成績は省略する。

第一表　薬液浸漬2日 に於ける培養成績

第二表　薬液浸漬4日 に於ける培養成績

備 考:(+)は10%以 下 の孵 化,(〓)は10-20%,

(〓)は20-40%,(〓)は40%以 上 の大略 の

孵化 率 を示 す.

總括並びに考按

此種実験に於ては同一条件下に於ける孵化
1)

率実験で も尚相当に孵 化率は変動を示す.中

路の鉤虫孵 化率実 験に依 れば,室 温20°C-

18.9°Cに 於 て新鮮便 よ り直 ちに至 適 培地 に
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置いた時 の孵 化率 は,最 大100%最 低48%,

平均78.4%を 示 し,新 鮮 便 を毎 日一回7日

間 水洗 した場 合は,最 高60%,最 低0.4%,

平均19.7%の 孵化率 を示す と言 ふ.余 の場

合 も集卵 の際度々水洗 し更に薬液浸漬後数回

の洗滌遠沈を行ふ為,尚 又 その際失はれ る虫

卵 も相当 ある ことが想像 され,併 せ て相当の

孵 化率 の低下乃至は変動を見るべ ぎは当然 の

事 と思考 され る.又 培養期間については,内
2)

藤は至適温度では第5日 目迄 に大部分孵化 し,

第8日 目以後は殆 んど游 出仔虫を認めない と

言ふが,余 の場 合では薬剤 の作 用を蒙 れ る為

か,孵 化游 出 を み る期 間 柏 当延長 し,完 全

游出迄 には殆ん ど2週 を要す るもの ゝ如 くで

ある.従 つ て培 養期間を20日 とし,そ の後

の游 出仔虫を計算 したが,若 しその間 に於 て

も尚游 出せず して,瓦 上 の虫卵 を載せた部に

仔虫が残 畄す ることがあつて も,培 養水中に

游出 し得 ない仔虫は感染能力な きもの として

計算 よ り除外 した.尚 時に游 出直後死滅 した

と思はれ る如 き少数の小死滅仔虫を認 めたが,

此等 も計算か ら除いた.

以上 の如 く,又 上表実験成績に徴す るも孵

化率 の変動は著明で,.之 を醫へば,濃 厚溶液

に作用 させた ものが,同 一の より稀薄な薬液

に作用 させた もの よ り孵 化率 の甚 だ しく高 い

ものがあ り,又 対照 について見 れば,毎 回最

低20%以 上殆 んど平均40%以 上 の孵 化率 を

示 してい るのを見 る.尚 上表 のみでは充分 明

かではないが,0.1%以 下 の濃 度では全 く殺

卵作用がなかつた と考え られ るニツカ リンT

では,最 高60%最 低20%の 孵 化率 を示 した.

茲に於て仮に平均20%以 下の孵化率を示す薬

液濃度を以てその薬剤の虫卵に対する作用限

度 と見做 し,各 薬剤に於け る此 の濃度 と,完

全に一隻 の孵 化仔虫 も見 ない濃度,即 ち一部

殺卵 と完全殺卵 とに必要 な濃度に区別 して列

記すれば,(第 三表)

第三表　各薬剤の有効濃度

薬液浸漬時間2日 のものでの完全殺卵力を示

す濃度はD-Dの9.05%,ニ ツカリンTの0.

2%,BHC及 びDDT水 和 剤 の0.5%で あ

り,浸 漬時 間4日 で はD-D 0.02%,ニ ツ カ

カ リンT 0.2%, BHC 0.2%及 びDDTの0.

5%で あ り,即 ち最 も強 い殺 卵 効果 を有 す る

ものはD-Dで,BHC水 和 剤 ・ニツ カ リンT

及 びDDT水 和 剤 が 之に 次 いで い る.

ニツカ リンTに ついては,余 の先 の報告で

は鉤虫仔虫に対 しては四種農薬中最高の殺虫

力を示すに拘 らず,鉤 虫卵に対 してはD-Dよ

り遙かに劣 り,浸 漬2日 及 び4日 の何れの場

合で も,完 全殺卵に要す る濃度 は0.2%に 過

ぎず,而 も此の濃度以下 では全 く殺卵作用を

見 ない.之 は本剤は虫卵に対 し相当の滲透性

を有す る薬剤ではあ るが,水 溶液は速かに加

水分解 して殆 ん ど数時間以 内に著 しく効力が

滅退す ると言 はれ る所以か らであらう.従 つ

て本剤は分解が余 り速かであ る為,一 人鉤虫

卵の撲滅に対 しては余 り意義 を有 しない薬剤

か と思ふ.

BHC水 和剤については,薬 液浸漬4日 間

では0.2%液 に於 そ完全殺卵を示すが,こ ゝ

に使用 した本剤 の有効成分含有量は僅 々5%

である処か らすれば.,本 剤には極めて強い殺

卵作用のあることが判 る.既 に最近吾が国で

はr-BHC含 量10%の ものが一般市 販 化 され

てい るが,更 に最近 の米 国の如 く,極 めて高

濃度の しか も毒性 の少い製 品が低廉 に供給 さ

れ る様 になれば,鉤 虫卵 の便所 内殺滅に充分

使用 し得 る もの と考へ られ る.尚 本剤は既に

便所内有害昆虫類の幼虫の駆除に対して一般

家庭に於て広く使用されているものであり,

併せて極めて有意義な薬剤 と認められる.
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これに反 しDDT水 和剤 は, BHCの それ よ

りも有効成分含有量 は遙 かに勝つ てい るに も

拘 らず効力は劣つてい る.唯 有効成分 含有量

の相異はともか く,そ の浸漬4日 間 に於 け る

一部殺卵力がBHCよ り強いのは, DDTはB

HCよ りも揮発性が少 く(約1/2),従 つて効力

存続期間がBHCよ り永 い と云ふ 事 か ら説 明

がつ くと思ふ.

最後にD-Dに ついて見れば浸漬2日 及び4

日間に於 て夫 々0.05%, 0.02%溶 液で完全

に鉤虫卵を死滅せ しめ,尚 有効限度は実に0.

01%と いふ驚 くべ き効力を有す るのを見 る.

又本剤は幸ひに鉤虫仔虫 に対 して も極めて強

力な作用を有 し,鉤 虫症予防に関 しては最 も

意義ある農薬 の一つ と考 へ られ るものであ る.

唯本剤は水に稍 々溶け難 く,而 も特有 な臭 気

があ り,そ の濃厚な瓦斯 体は人体にか な りの

毒性を有 し,本 剤 の便所内使 用に当つては一

応 の注意 を要する処であるが,極 めて稀薄な

溶液で 目的を達す る故,毒 性は殆 んど問題 と

な らない.又 農作物に対す る毒性 も,之 を使

用 した糞便 が腐熟 し肥料 として用ひ られる迄

には全 く消失す る.

結 語

余 は寄生虫感染予防 の見地 か ら数種 の農薬

に対す る鉤虫卵の抵抗試験を試 みたが, DDT

及びBHC水 和 剤 ・ニツカ リンT並 びにD-D

の 四種 農薬中, D-D及 びBHC水 和 剤 の二種

薬剤は最 も強力な殺卵作用を有 し,共 に使 用

法 も簡単で而 も廉価の為,糞 尿 の合理的処理

法 のない今 日,鉤 虫予防上注 目すべ き薬剤 と

考 へ られる.依 つて余 は今後それ らの実地試

験 を施行 しそ の成績を極めたい.

擱筆に当 り種々御指導を賜つた恩師北山教授に深

く謝意 を表す.
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